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な
か
じ
ま・
み
ね
お
一
九
三
六
年
生
ま
れ。
東
京
外
国
語
大
学
中
国
科
卒。
東
京

大
学
大
学
院
修
了。
東
京
外
国
語
大
学
教
授・
海
外
感
情
研
究
所
長。
九
二
年
に
現

職
兼
務。
社
会
学
惚
士。
主
な
著
密
に
『
北
京
烈
烈』
『
現
代
中
国
論』
『
香
港
l｜

移
り
ゆ
く
都
市
国
家』
「
国
際
関
係
論』
ほ
か。

矛盾した路線は貫徹できるか

中
華
人
民
共
和
国の
命
脈は 、
い
つ
ま
で
続
く
の

だ
ろ
うか 。
今日
の
よ
うに
歴
史
的
な
脱
社
会
主
義

の
潮
流が
加
速
化
しつ
つ
あ
る
中で 、
社
会
主
義
革

命
国
家と
し
て
の
中
国が 、
二一
世
紀ま
で
現
在の

体
制
を
維
持
するこ
と
が
果た
し
て
可
能だ
ろ
うか 。

社
会
主
義
国と
し
て
の
中
華
人
民
共
和
国が 、
豊か

な
社
会
的・
経
済
的
な
果
実
を
残し
て
き
た
の
な
ら

と
も
か
く 、

決し
て
そ
う
で
は
なかっ
た
だ
け
に 、

中
国の
国
家的
将
来に
つ
い
て
の
保
証は
あ
り
得な

中
国で
は 、
革
命
四
O
周
年の一
九
八
九
年に
六

四
天
安
門
事
件が
起こ
り 、
既に
深
刻な
体
制
的
危

機
を
体
験
し
てい
る 。
革
命五
O
周
年 、
つ
ま
り

建

国
後
半
世
紀は一
九
九
九
年で
あ
る
が 、
中
華
人
民

共
和
国の
命
脈は 、
ひょ
っ
と
する
と
そ
れ
ま
で
に

尽き
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ない 。
あ
るい
は
タ
テ

マ
エ
と
し
て
国
名だ
け
は
そ
の
ま
ま
残っ
てい
る
と

し
て
も 、
社
会
主
義
革
命
国
家と
し
て
の
中
国で
は

既に
な
く
なっ
てい
る
可
能
性
も
大
きい
よ
うに
思

わ
れ
る 。
最近
の
中
国の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
は 、
こ

の
よ
う
な
展
望
を
促し
てい
る 。

天
安
門
事
件
以
後も 、
い
わ
ゆ
る
改
革・
開
放の

路
線を
め
ぐっ
て
深
刻な
党
内
闘
争の
絶
え
な
かっ

た
中
国で
は 、
昨
秋 、
共
産
党
第一
四
回
大
会が
聞

か
れ
た 。
今日
の
中
国を
依
然と
し
て
リ
ー
ド
し
て
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い
る
革
命
第一
世
代の
多く
の
指
導
者に
とっ
ては 、

恐
ら
く
最
後の
機会
だっ
た
と
思わ
れ
る
今次
党
大

会は 、
「
社
会
主
義
市
場
経
済」
とい
う
テ
ー

ゼ
を
提

起
し
て
注
目
さ
れ
たが 、
当
面の
中
国の
政
治
的
・

社
会
的
現
実
を
反
映し
て 、
極め
て
矛
盾の
大
きい

も
の
で
も
あ
り 、
ポ
ス
ト

郡
小
平
時
代の
中
国を
展

さ
ま
ざ
ま
な
手
掛か
り
を
与
え
て

望
す
る
う
え
で 、

く
れ
る 。

ポスト部時代の中 国

今
回
の
党
大
会は 、
中
国がい
よい
よ
本
格
的
な

ポ
ス
ト

部
小
平
時
代へ
の
移
行
期に
さ
し
か
かっ
て

い
るこ
と
を
示
し 、
部
小
平
色
を
か
な
り
強め
は
し

たが 、
党は
江
沢
民 、
国
務
院は
李
鵬とい
う
当
面

の
指
導
体
制
を
転
換
す
るこ
と
は
で
き
な
かっ
た 。

つ
ま
り「
六
・四」
に
よっ
て
生
ま
れ
た
か

天
安
門

体
制。
は
基
本
的
に
変わっ
て
はい
ない
の
で
あ
り 、

そ
の
枠
内で
の
改
革・
開
放の
推
進で
し
か
ない
の

で
あ
る 。
し
た
がっ
て 、
中
国社
会
の
民
主
化
と
古

い
政
治
体
質の
打
破
を
求め
た
天
安
門
事
件は 、
今

回も
「
反
革
命
動
乱」
だ
と
さ
れ
た
ま
ま 、
趨
紫
陽

の
復
活
も
許
さ
れ
な
かっ
た 。
こ
う
し
た
限
界
状
況

の
中で 、
経
済
は
自
由
化 、
政
治は
統
制とい
う
矛

盾し
た
路
線が
今
後
も
貫
徹
さ
れ
得る
の
か
ど
うか

は 、
ひ
と
え
に
改
革
・
開
放が
成
功
す
る
か
ど
うか

にか
かっ
て
お
り 、
ま
だ
結
論は
出てい
ない 。

そ
う
し
た
状
況
の
中で 、
ポ
ス
ト

部
小
平
時
代に

向け
て
の
最
大の
懸
念は 、
中
国
政
治
に
ま
た
し
て

も
部
小
平
礼
賛とい
う
個
人
崇
拝
傾
向が
極め
て
濃

厚になっ
てい
る
こ
と
で
あ
る 。
今次
大
会
で
は「
郡

小
平
理
論」
と
か
「
部
小
平
同
志は
偉
大な
総
設
計

師」
といっ
た
言
葉が
目立
ち 、
深
川明
な
ど
の
経
済

特
区に
は
毛
沢
東
時
代の
と
き
の
よ
う
な 、
あ
るい

は
そ
れ
以
上
に
巨
大な
都
小
平
の
肖
像の
看
板が
最

近
出
現し
てい
る 。
こ
の
よ
う
な
現
象は 、
あ
る
意

味で
は 、
ポ
ス
ト

邸
小
平
時
代に
すべ
て
を
預け 、

現
在は
卸
小
平が
君
臨
し
てい
る
か
ら
すべ
て
の
立

任
を
郡
小
平
に
負わ
せ
よ
う 、
とい
っ
た
形
になっ

てい
る
こ
と
の
よ
う
に
思わ
れ
る 。

沿岸から白くなる「赤い大陸」

い
ず
れ
にせ
よ 、
今
回
の
党
大
会
の
主
役そ
し
て

ヒ
ーロ
ー

は 、
ま
ぎ
れ
も
な
く
影の
最
高
実
力
者・

郡
小
平
そ
の
人
で
あっ
た 。
そ
れ
だ
け
に
部
小
平
の

将
来につ
い
て
は
不
安が
あ
る
の
だ
が 、
こ
こ
で
は

さ
し
あ
た
り 、
中
国で
は
建
国
後 、
そ
れ
ぞ
れ
の
党

大
会
の
主
役ない
し
はヒ
ーロ
ー

が 、
こ
と
ご
と
く

失
墜
し
てい
る
とい
う
厳
然た
る
事実
を
握
り

返っ

て
お
くこ
と
が
必
要で
あ
ろ
う 。
す
な
わ
ち
第
二二

回
大
会
（一
九
八
七
年）
の
趨
紫
陽 、
第一
二
回
大

会
こ
九
八二
年）
の
胡
輝
邦 、
第
二
回
大
会（一

九
七
七
年）
の
華
国鋒 、
第一
O
回
大
会
ご
九
七

三
年）
の
王
洪
文 、
第
九
回
大
会
（一
九六
九
年）

の
林
彪 、
第
八
回
大
会（一
九
五
六
年）
の
劉
少
奇

で
あ
る 。

「南風jが中国をすっ（；：＇りと
IIうだろう（台湾の民主化
遺動） AFP 

今日
の
中
国で
は 、
い
わ
ゆ
る
改
革
派
も
保
守
派

も
共に 、
社
会
主
義の
内
部
的
な
変
質と
し
て
の「
和

平
演
変」
を
必
死になっ
て
防止
し
よ
う
と
し
てい

る 。
「一訴
東
渡」
と
呼ば
れ
るソ
連・東
欧
化
の
渡は 、

当
面の
改
革
・
開
放によっ
て 、
部
小
平や
陳
雲
ら

の
革
命
第一
世
代の
長
老が
影
響
力
を
持っ
てい
る

限
り 、
旧ソ
連や
東
欧
の
混
乱が
反
面
教
師にも
な

っ
て 、
取
り
あ
え
ずは
食い
止
め
ら
れ
る
か
も
し
れ

なし 。し
か
し 、
「
和
平
演
変」
を
誘
う
も
う一
つ
の
要
因

と
し
て「
南
風」
（
香
港 、
台
湾か
ら
の
影
響）
は 、

「
社
会
主
義
市
場
経
済」
が
展
開さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ

ど 、
中
国を
すっ
ぽ
り
と
覆い
尽
く
す
の
で
は
な
か

ろ
うか 。
こ
う
し
て
「
赤い
大
陸」
は 、
沿
岸
地
稽

か
ら
刻一
刻と
白
く
なっ
てい
く
で
あ
ろ
う 。
社会

主
装
革
命
国
家と
し
て
の
中
華
人
民
共
和
国の
命
脈

は 、
ま
さ
に
尽き
よ
うと
し
てい
る
と
言わ
ざ
る
を

得まい 。
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